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まちなか活性化協働学習プロジェクト

1 . まちなか活性化協働学習会

まちなか工房のまちなか活性化協働学習プロジェ

クトの主事業である「まちづくり学習会Jは， 工房の

4つの活動のうちの学習交流機会の提供を目的とし

た事業である．この学習会は，工房教員が中心となり，

商店街や熊本市などの地元関係者，まちなかの将来に

関心を持つ市民や学生を対象に，月 一回のペー スで開

催している協働学習会である．中心市街地の環境整備

やまちづくり方策に関する交流機会と情報提供を目

的としており，県内外から招いた専門家や実務経験者

による講演を聞きながら，参加者と意見交換をしてい

る． 工房教員， 中心市街地の主要商店街リー ダー， 熊

本市職員等で構成された幹事会で， 毎回， 開催日程，

講演テ ーマや講師などを企画・準備している．

本まちづくり学習会も， 平成 17 年 7 月以来， 今年

度末には通算 84 回の開催数となった． 学習会には，

毎回，商店街や行政職員だけでなく， まちづくりに興

味を持つ一般市民を含めて 20～50 名が参加している．

商店街からも招鴨講師や講演内容の希望が出される

など，著名講師のまちづくりに関する熱い語りを身近

に聞く機会として定着している．

今年度は 75 回～84 固までの計 10 回の学習会を実

施した．そのうち2回は圏内の大学の教員による講演

であった． その他の8回のうちの5回は行政，2回は

環境関連のNPOやエリアマネジメント組織， 1回は

他県の商業者による講演であった．いずれの講演もま

ちづくりへの熱い想いや秀でた企画技術についてで

あり，参加者は興味を持って聴講し，質問をしていた．

2. 「九州新幹線全盛開業で熊本都心部はどのように

変化したか？ ～開業直後と 一年後を比較して ～Jシン

ポジウム

まちなか活性化協働学習プロジェクトの一環とし

て，8月8日には，すきたい熊本協議会との共催で，

九州新幹線全盛開業で熊本都心部はどのように変

化したかをテ ー マにしたシンポジウムを開催した．

シンポジウムでの基調講演として， 福岡大学都市

空間情報行動研究所（FQBIC）から九州新幹線開業

後の九州での人の動きが， まちなか工房の溝上教

授からは熊本市中心市街地での来街者の回遊行動
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の特性分析の結果が報告された．

FQBICからは， 熊本は福岡一 鹿児島の中心に位

置しながらハブ機能の発揮が不十分であること，

大阪から熊本への移動は， 飛行機よりも新幹線利

用が増えていること， 新幹線をビジネスで利用す

る人は増えたが， 熊本市民にとっては福岡に行く

機会が特に増えたわけではないこと， さらに， 熊

本市中心市街地では熊本駅周辺での人の動きが活

発になっていることなどが報告された． また， 観

光客消費額や中心市街地来訪者の平均消費額など

の推計値の報告もあった．

まちなか工房代表教員の溝上教授からは， 熊本

市中心市街地の人の回遊行動の新しい調査方法や

回遊行動促進のための政策シミュレ ーションの枠

組みについて， 工房プロジェクトの研究成果が発

表された．

当日は70人を上回る参加者があり， フロアから

の質問や議論も活発に行われた． これは， 熊本市

中心部への新幹線開業の影響が数値的に分析され

ていること， これからのまちづくりにどのように

取り組めば良いかのヒントが得られたことなどに

よるものと思われる．

3.計画立案・協同学習のための討論技術習得講座の

開催

まちなか活性化協働学習プロジェクトの一環とし

て，NPO やまちづくりに関わる市民， 行政職員， 学

生を対象にワ ークショップ企画・運営のための技術研

修を実施した． これは， 工房開設以降， 初めての人材

育成のための教育プログラムである． 平成 25 年1月

25 日， 2 月 1 日， 8 日（し、ずれも 18:30～21:00， 於：

まちなか工房）の3回シリー ズで， 毎回，課題を出し

実際にグルー プ。ワ ークを体験しながら， 計画立案や

ws 開催のための技術を学習した． 受講者は毎回， 15

名程度，講師はまちなか工房特定事業研究員の前田芳

男氏であった．

1 回目は， 「アイデア出しを支援する技術」をテ ー

マに， グ
、
ループ討論をする際に， あらかじめ複数の着

眼点を準備し個々人に割り当て考えさせ， その後， 与

えた着眼点の特性を考慮して班編成しグ
、
ループ討論






